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備えて安心「園芸施設共済」



令和６年度は231棟に対し、
6,270万円共済金をお支払いしました。

備
え
て
安
心

�
「
園
芸
施
設
共
済
」

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
で
は
、
被
害
を
受
け
た
園
芸
施
設
の
早
期
復
旧
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
、
迅
速
な
共
済
金
の
支
払
い
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
ハ
ウ
ス
本
体
及
び

被
覆
材
の
み
の
被
害
を
受
け
た
棟
に
対
し
、
事
故
発
生
日
か
ら
お
お
む
ね
３
週
間
程
度
で
共

済
金
を
お
支
払
い
し
て
い
ま
す
。

万
が
一
の
災
害
に
備
え
、
共
済
加
入
は
非
常
に
重
要
で
す
。
共
済
に
加
入
す
る
こ
と
で
、

災
害
時
に
迅
速
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
復
旧
活
動
を
早
期
に
開
始
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
だ
共
済
に
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
な

い
方
も
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
検
討
く
だ

さ
い
。
加
入
す
る
こ
と
で
、
大
き
な
安
心

を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し

い
内
容
や
お
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
ま
で
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

迅
速
な
支
払
い
で
、
安
心
の
サ
ポ
ー
ト
！

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
で
は
、
共
済

金
の
早
期
支
払
い
の
た
め
、
全
損
ハ
ウ

ス
の
画
像
に
よ
る
損
害
評
価
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
加

入
者
の
方
に
１
棟
当
た
り
損
害
評
価
費

１
０
０
０
円
を
お
支
払
い
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
次
の
条
件
を
全
て
満
た

し
た
場
合
、お
支
払
い
対
象
と
な
り
ま
す
。

①�

加
入
申
込
時
に
画
像
に
よ
る
損
害

評
価
に
つ
い
て
申
込
を
行
っ
て
い

る
こ
と
。

②�

加
入
し
て
い
る
施
設
が
全
損（
被
覆

材
を
含
む
）し
た
場
合
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

職
員
の
指
示
の
も
と
撮
影
し
、
画
像

を
送
信
す
る
こ
と
。
※
附
帯
施
設
に

加
入
が
あ
る
場
合
は
、
附
帯
施
設
も

含
み
ま
す
。

③�

送
信
さ
れ
た
画
像
に
基
づ
き
、
全
損

と
認
定
さ
れ
る
こ
と
。

全
損
ハ
ウ
ス

「
画
像
に
よ
る

　
　
損
害
評
価
」で

損
害
評
価
費
を

　
　
お
支
払
い
し
ま
す

加入者の
声を

伺いまし
た

150戸
令和６年度の新規加入者

81％
加入率

1607戸
県内の加入者

加
入
者
増
え
て
ま
す
！
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異
常
気
象
と
向
き
合
う
農
業
経
営

安
心
を
支
え
る
園
芸
施
設
共
済

豊
後
高
田
市
で
令
和
２
年
に
「
さ
と
う

花
卉
農
園
」を
開
業
し
た
佐
藤
雄
亮
さ
ん
。

普
段
か
ら
天
気
予
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
台

風
な
ど
へ
の
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

昨
年
の
台
風
は
予
定
よ
り
１
日
早
く
襲
来

し
、
対
策
が
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

風
当
た
り
の
強
い
場
所
に
ハ
ウ
ス
が
あ

る
た
め
少
し
で
も
風
が
強
い
日
は
心
配
で

し
た
が
、
ビ
ニ
ー
ル
が
破
れ
る
被
害
に
遭

い
、
自
然
の
脅
威
を
実
感
し
ま
し
た
。

「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
電
話
を
し
た
ら
、
す

ぐ
確
認
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
花
は
雨
に

濡
れ
る
と
傷
ん
で
し
ま
う
の
で
、
早
い
対

応
に
安
心
し
ま
し
た
」
と
当
時
の
様
子
を

振
り
返
り
ま
す
。

最
近
の
異
常
気
象
は
ま
す
ま
す
予
測
が

難
し
く
な
っ
て
お
り
、
備
え
の
重
要
性
を

改
め
て
認
識
し
て
い
る
と
佐
藤
さ
ん
。「
予

期
し
な
い
ハ
ウ
ス
の
修
繕
は
、
経
営
面
で

も
大
き
な
痛
手
で
す
。
共
済
金
は
大
き
な

助
け
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
園
芸
施
設
共

済
の
メ
リ
ッ
ト
を
語
り
ま
す
。

植
物
が
好
き
で
、
花
を
育
て
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
会
社
を
辞
め
、
農
業
の
道
を

選
ん
だ
佐
藤
さ
ん
。「
う
ま
く
い
か
な
い

時
も
あ
り
ま
す
が
、
頑
張
っ
た
分
だ
け
喜

ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。

将
来
は
、
お
客
様
の
生
の
声
を
聞
け
る
よ

う
な
販
売
方
法
も
模
索
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

経
営
に
は
厳
し
い
面
も
あ
る
が
、
園
芸

施
設
共
済
が
安
心
の
下
支
え
に
な
っ
て
お

り
、「
好
き
」
を
仕
事
に
し
た
こ
と
は
、

や
り
が
い
に
繋
が
っ
て
い
る
と
話
し
ま
す
。

鉄
骨
ハ
ウ
ス
：
４
連
棟
×
２
棟

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
：
単
棟
×
４
棟

ダ
リ
ア
：
８
ア
ー
ル

ス
ト
ッ
ク
：
18
ア
ー
ル

ホ
オ
ズ
キ
：
15
ア
ー
ル 佐さ

藤と
う 

雄ゆ
う

亮す
け

さ
ん
（
39
歳
）

豊
後
高
田
市

さ
と
う
花
卉
農
園

▲�お客様に喜んでも
らえる品質の良い
花を作るため、日々
奮闘しています
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農
作
業
事
故
に
注
意

農
機
具
共
済

大
切
な
資
産
を
守
り
ま
し
ょ
う

左
図
の
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
死

亡
事
故
発
生
数
を
見
る
と
４
月
～
10
月
に

か
け
て
事
故
の
件
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
農
繁
期
を
迎
え
ま
す
。
安

全
な
農
作
業
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

特
に
農
業
機
械
作
業
と
熱
中
症
に
係
る

事
故
が
多
く
発
生
し
て
お
り
注
意
が
必
要

で
す
。

令
和
６
年
度
は
１
６
５
台
の
事
故
が
発
生
し
、
３
９
０
０
万
円
の
共
済

金
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。

総
合
共
済
（
左
図
）
は
１
０
０
万
円
の
補
償
の
場
合
、
掛
金
が

６
０
０
０
円
で
す
。
も
し
も
の
事
故
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

�

※
耐
用
年
数
（
７
年
）
以
内
の
新
車
の
場
合

NOSAIでは
国や県と連携して

農作業
安全啓発運動に
取り組んでいます
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１
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２
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９

６

14 14 14
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15 15
17

４月 ５月 ６月 ７月
農林水産省調べ（「人口動態調査」の調査票情報を用いた独自集計）

月別の乗用型トラクターによる死亡事故発生数
（令和４～５年の積み上げ）

８月 ９月 10月 11月 12月

総合共済の

補償
範囲

火災

落雷

物体の落下・飛来

破裂・爆発

土砂崩れ

風水害

衝突・接触 墜落・転覆

異物の巻込み
（収穫物以外）

※地震等による損害は除く。

【
加
入
者
の
方
へ
】

農
機
具
の
入
替
え
を
し
た
時
は
、
必
ず
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

届
出
の
無
い
農
機
具
に
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
ま
せ
ん�

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
時
は

�

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

慣れ 長時間の作業
「長時間」の
農作業による
疲れ

熱中症

暑さ対策不足
による「熱中症」

「慣れ」からくる
油断や急な操作

鳥獣害
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建 物 共 済

加入申込書の提出は
郵便で返信してください

これまでは、組合職員または地区推進員がお客様宅に訪問し、加入内容の確認
および押印をいただいておりました。昨今の社会情勢の変化や感染症予防のため、
お手続き方法を簡素化し、書類は郵送での提出とさせていただきます。

�翌年からは確認するだけ。手続きは不要です！

�提出忘れがなく安心して補償を継続！

�自動継続期間中でも契約内容の変更や解約は可能です！

今年からご契約には「自動継続特約
10年」をご利用いただきますよう皆さ
まにお願いしています。加入申込書を
ご提出いただいたあと、翌年から10
年目まで契約内容に変更がなければ
自動で更新されます。
毎年ご契約内容の書かれた書面が
届きますのでご安心ください。
見直しや契約の停止はお申し出によ
り可能です。

年度 必要な手続き

1年目
（今年）

加入申込書を確認し、押印してご返信ください。
詳しくは上記の「新しい手続きの流れ」をご覧ください。

2年目
以降

郵便で届いた契約内容を確認するだけ！
変更が無い場合は手続き不要です。

11年目
加入申込書を送付いたします。
押印して返信するだけで新たに自動継続特約10年が適
用されます。（1年目と同じ内容に戻ります）

1�加入申込書が届きます
� 継続申込に必要な書類を郵送でお届けします。

2�加入内容を確認
� 内容を確認し、加入申込書に押印してください。

3�返信するだけ！
� 同封の返信用封筒に書類を入れ、ポストに投函し申込完了です。

新しい手続きの流れ

重要なお知らせ
手続き方法が
変わります

自動継続特約
10年
のご案内

手続きがもっと
簡単になります
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令
和
６
年
産
水
稲
共
済
支
払
総
額
約
１
億
４
４
３
７
万
円

水
稲
共
済
加
入
ま
だ
間
に
合
い
ま
す

水
稲
共
済
の
賦
課
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

水
稲
共
済

令
和
６
年
産
水
稲
の
被
害
状
況
は
、
中
山
間
地

域
を
中
心
に
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
食
害
及
び
踏

み
荒
ら
し
が
多
く
発
生
し
、
被
害
要
因
の
約
40
％

を
占
め
ま
し
た
。
続
い
て
干
害
、
風
水
害
と
天
候

の
影
響
に
よ
る
被
害
が
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

近
年
は
毎
年
の
よ
う
に
異
常
気
象
が
叫
ば
れ
て

お
り
、
こ
う
し
た
リ
ス
ク
へ
の
備
え
の
重
要
性
は

一
層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

当
組
合
で
は
、
平
成
26
年
の
合
併
以
降
、
水
稲
共
済
の

賦
課
単
価
を
据
え
置
い
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
令
和
４
年

産
か
ら
の
一
筆
方
式
の
廃
止
に
と
も
な
っ
て
、
全
相
殺
方

式
及
び
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
へ
移
行
し
、
賦
課
金
収

入
は
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
全
相
殺
方
式
及
び
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式

に
お
い
て
も
、
基
準
設
定
や
被
害
耕
地
の
確
認
調
査
に
従

前
の
一
筆
方
式
と
同
等
以
上
の
業
務
を
要
し
て
い
ま
す
。

当
組
合
と
い
た
し
ま
し
て
も
誠
に
遺
憾
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
令
和
７
年
産
水
稲
共
済
の
賦
課
単
価
の
一
部
を
下

記
の
と
お
り
改
定
す
る
議
案
を
本
年
６
月
の
通
常
総
代
会

に
お
諮
り
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
業
務
効
率
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
組

合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
何
卒
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
水
稲
共
済
」
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
大
き
な

安
心
を
も
た
ら
し
ま
す
。
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方

は
お
早
め
に
お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

各
地
域
農
業
再
生
協
議
会
よ
り
配
布
済
み
の

「
営
農
計
画
書
」
は
、
水
稲
共
済
の
加
入
意
思
確

認
書
も
か
ね
て
い
ま
す
の
で
最
寄
り
の
再
生
協
議

会
へ
「
営
農
計
画
書
」
を
提
出
く
だ
さ
い
。

す
で
に
提
出
さ
れ
た
方
で
、
加
入
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

令和７年産
水稲共済の加入は
田植えが始まるまで
受け付けています。

方 式 賦 課 金 単 価
水稲共済割� 全相殺　主食用米
� 全相殺　飼料用米
� 半相殺　飼料用米
� 地域インデックス

300円
200円
200円
250円

令和６年度被害耕地849.6haの
被害要因

引受面積10aあたりの賦課単価

令和７年産より改定予定の賦課単価

水稲共済の引受戸数と賦課金の推移

方 式 賦 課 金 単 価
水稲共済割� 全相殺　主食用米
� 全相殺　飼料用米
� 半相殺　飼料用米
� 地域インデックス

200円
100円
100円
150円

令和６年産までの賦課単価

虫害
4.3％

病害
4.1％

獣害
40.7％

干害
27.6％

風水害
23.3％

3,244

14,919
13,261

賦課金（万円） 戸数

12,291
11,394

1,780
1,628 1,530

令
和
３
年

令
和
４
年

令
和
５
年

令
和
６
年

一筆方式の
廃止
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家
畜
共
済

韓国において2025年３月に１年
10か月ぶりに口蹄疫が発生しました。
日本国内に侵入するリスクが非常
に高まっています！

口蹄疫は牛・豚などで泡
ほう

沫
まつ

状
じょう

のよだれ、口、蹄、乳房の水
すい

疱
ほう

（水ぶくれ）など特徴的な症状を示します。
平成22年の宮崎県での発生では297,808頭の殺処分、経済被害約2,350億円の甚大な被害を及ぼしました。

豚の症状（蹄部のびらん）
提供：動物衛生研究部門

① 関係者以外の立入制限
� �農場出入口に看板を設置して、関係者以外の立入を制限しましょう！
� 多言語標記して海外観光客にも注意することをおすすめします。

② 正しい消毒薬の使用
� �口蹄疫ウイルスには逆性石けんやアルコールは効果がありません！
強い酸性またはアルカリ性の消毒薬（ビルコンや消石灰など）が有
効ですが、酸性消毒薬とアルカリ性消毒薬が混ざると中和して効果
がなくなるため、注意が必要です。

③ 毎日の健康観察
� �口蹄疫は急速に拡大するため、1頭のみに着目せず群単位でよだれ
や水ぶくれなどの症状がないか確認しましょう！

� 疑わしい症状があれば直ちに管轄の家畜保健衛生所に連絡を！

大
分
県
が
実
施
す
る
「
家
畜
診
療
獣
医
師
確
保
緊
急
対
策
事
業
」
を
活
用
し
、
県

内
獣
医
師
の
診
療
技
術
向
上
、
生
産
現
場
に
お
け
る
損
耗
防
止
、
診
療
負
担
の
軽
減

及
び
特
定
家
畜
伝
染
病
の
早
期
発
見
・
摘
発
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
令
和
７
年
２

月
28
日
、
中
西
部
支
所
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
、
海
辺
の
動
物
病
院
は
ぎ
お　
院
長　
萩は

ぎ

尾お�

光み
つ

美よ
し�

氏
を
お
迎
え
し
、
座

学
と
実
技
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

韓国で口蹄疫が発生！

発生予防の徹底をお願いします!!

牛の症状（泡沫状のよだれ）　提供：宮崎県

家畜保健衛生所のご連絡先はこちらから▶

「
牛
の
診
断
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
と
エ
コ
ー
を
フ
ル
活

用
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｘ
線
検
査
（
レ
ン
ト
ゲ

ン
）
お
よ
び
超
音
波
検
査
（
エ
コ
ー
）
の
原
理
と
実

際
の
使
用
例
を
も
と
に
、
画
像
診
断
の
有
用
性
が
解

説
さ
れ
ま
し
た
。

座
学

⚫�

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
の
骨
折
や
関
節
病
変
の
確
認
、

関
節
疾
患
、
歩
行
異
常
の
確
認

⚫�

エ
コ
ー
検
査
：
心
臓
・
肺
・
腹
部
な
ど
エ
コ
ー
に

よ
る
確
認

　
具
体
的
な
症
例
画
像
を
見
な
が
ら
、
画
像
所
見
の

読
み
取
り
方
や
撮
影
時
の
注
意
点
を
学
ぶ
。

実
技
研
修

⚫�

子
牛
２
頭
を
用
い
た
尿
膜
管
遺
残
の
診
断
お
よ
び

腫
瘍
の
確
認
を
行
う
。

研
修
内
容

▲レントゲン撮影の
　ポイントの指導を受ける

▲エコーを使用し膀胱を
　観察する様子

大分県からのお知らせ

県
内
獣
医
師
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し

「
令
和
6
年
度
産
業
医
動
物
獣
医
師
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
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第
１
号
議
案 

定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

１
．	事
務
所
の
変
更（
出
張
所
の
駐
在
所
へ
の
見
直
し
）

２
．	出
張
所
の
見
直
し
に
向
け
た
検
討
経
過

３
．		組
織
体
制
の
合
理
化
の
必
要
性
と
当
組
合
の
目

指
す
姿

第
２
号
議
案 

事
業
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
25
条
（
業
務
の
委
託
）
に
関
し
て
、
既
に
存
在
し

な
い
農
業
協
同
組
合
の
記
載
を
削
除
す
る
も
の

第
３
号
議
案 

 

組
合
職
員
給
与
規
則
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

１
．	出
張
所
の
駐
在
所
化
に
伴
う
規
則
を
改
正

２
．		自
動
車
等
使
用
者
の
通
勤
手
当
の
支
給
額
の
見

直
し

３
．		役
職
定
年
制
の
特
例
任
用
に
お
け
る
給
与
の
適

用
に
つ
い
て

第
４
号
議
案 

 

果
樹
共
済
に
係
る
危
険
段
階
別
共
済

掛
金
率
の
設
定
に
つ
い
て

第
５
号
議
案 

 

畑
作
物
共
済
に
係
る
危
険
段
階
別
共

済
掛
金
率
の
設
定
に
つ
い
て

第
６
号
議
案 

 

令
和
６
年
度
役
員
（
総
代
）
報
酬
上

限
の
変
更
に
つ
い
て

第
７
号
議
案 

 

令
和
７
年
度
事
務
費
賦
課
単
価
及
び

徴
収
方
法
に
つ
い
て

※�

概
要
・
公
表
事
項
に
つ
い
て
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
第
１
回
臨
時
総
代
会
が

令
和
７
年
２
月
18
日
㈫
、
大
分
県
農
業

共
済
組
合
で
開
催
さ
れ
、
総
代
72
名
（
う

ち
書
面
に
よ
る
出
席
33
名
）
が
出
席
し

ま
し
た
。

大
分
市
の
工
藤
初
司
総
代
が
議
長
に

選
任
さ
れ
慎
重
な
審
議
の
結
果
、
全
７

議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
森
宗
一
組
合
長
理

事
は
、「
昨
年
の
夏
は
酷
暑
、少
雨
と
な
り
、

干
害
等
で
作
物
が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
、
農
業
保
険
が
農
業
経
営
安
定
に

果
た
す
役
割
が
、
改
め
て
認
識
さ
れ
て

い
ま
す
。

我
々
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
は
、
農

業
経
営
の
基
幹
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
と
し
て
の
農
業
保
険
を
、
農
業
の
生

産
現
場
に
よ
り
深
く
浸
透
さ
せ
、
全
て

の
農
業
者
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
第
１
回
臨
時
総
代
会

�

全
７
議
案
可
決
承
認

森�宗一�組合長理事

議長に選任された工藤�初司�総代

提
出
議
案
と
要
旨

8KIRARI 2025



令
和
７
年
度
執
行
体
制
と
職
員
配
置
の
お
知
ら
せ

-
す
べ
て
の
農
家
に「
備
え
」の
種
を-

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
は
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
農
家
と
の
信
頼
を
基
礎
に
、

更
な
る
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
に
努
め
、県
内
す
べ
て
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
広
げ
ま
す
。

令
和
７
年
度�

職
員
お
よ
び
地
区
担
当
の
お
知
ら
せ

森　宗一
組合長理事
（玖珠町）

後藤　清幸
副組合長理事
（竹田市）

阿部　順治
理事

（杵築市）

理　事

理　事監　事

𠮷岡　薫
監事

（佐伯市）

内田　勝夫
監事

（豊後高田市）

小野　範義
代表監事
（別府市）

宮川　竹則
理事

（宇佐市）

三角　仁文
理事

（中津市）

渡邉　憲司
理事

（臼杵市）

縣　次男
理事

（由布市）

矢野　千里
理事

（国東市）

本　
　
所

☎
０
９
７・５
４
４・８
１
１
０

役　
　
員

正木　良伸
監査室付
嘱託職員

右田　智幸
監査室長

沓冠　修三
事業部付
嘱託職員

池田　友哉
資産共済課
主事

豊田　光輝
資産共済課
係長

秦　敦靖
資産共済課
課長補佐

福島　裕志
資産共済課
主幹

神﨑　弘和
資産共済課
主幹（獣医師）

久々宮　徳寿
資産共済課
調整主幹

右田　源一郎
収穫保険課
主事

河野　平良
収穫保険課
課長補佐

綾垣　耕太
収穫保険課
課長補佐

矢野　貴士
収穫保険課
課長補佐

衞藤　忠男
事業部次長
兼資産共済課長

大塚　水姫
経営企画課
主事

木部　将次
経営企画課
主任

広瀬　将人
経営企画課
係長

松田　迪香
総務課
主事

安藤　孝太
総務課
主任

甲斐　光
総務課
主任

後藤　弘成
総務課
主任

千原　秀美
総務課
主幹

佐藤　一朝
総務課長

兼経営企画課長

矢野　正幸
総務部付部長

石川　雅彦
副参事
兼事業部長

角　友徳
副参事

兼総務部長（総括）

猪原　康行
参事

吉良　公貴
収穫保険課長
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※地区名は担当地区です。

東
部
支
所

☎
０
９
７
８・６
３・４
４
６
６

中
西
部
支
所

☎
０
９
７
３・７
２・３
４
０
９

南
部
支
所

☎
０
９
７
４・２
２・３
３
３
０

重光　のどか
資産共済課
主事
安岐

嶋岡　知哉
資産共済課
主事
大田

鶴成　愛琉
資産共済課
主事
杵築

杉本　陽
資産共済課
主任
国東

亀井　秀一
資産共済課
係長
国東

立脇　泰志
資産共済課
課長補佐
杵築

重光　秀信
資産共済課
課長補佐
武蔵

笠木　圭二
資産共済課長

杵築

中山　裕久
収穫保険課付
嘱託職員
日出

伊東　孝吉
収穫保険課付
嘱託職員
山香

豊東　奈津美
収穫保険課
主任
山香

中本　健太郎
収穫保険課
課長補佐
国東

中嶋　博明
収穫保険課
主幹
安岐

井石　和則
収穫保険課長

国見

河村　恭道
支所長付課長

別府・山香

河野　正幸
支所長

甲斐　達文
資産共済課付
嘱託職員
日田①②③

三浦　史也
資産共済課
主事

湯布院・庄内・挾間

小田　恵司
資産共済課
係長

大分市②③

香園　信也
資産共済課
係長

三津江・大山・天瀬

嶋末　昌也
資産共済課
課長補佐
玖珠・北山田

大石　圭介
資産共済課
課長補佐
南山田

三笘　昭憲
資産共済課
課長補佐
日田①②③

小野　廣明
資産共済課
課長補佐

湯布院・庄内・挾間

江藤　大介
資産共済課
主幹
大分市①

志谷　慎一
資産共済課
主幹

日田①②③

赤峰　浩之
資産共済課長

大分市②③

小野　拓志
収穫保険課付
嘱託職員

三津江・大山・天瀬

加藤　大地
収穫保険課
主事
東飯田

山本　達郎
収穫保険課
主事
森・八幡

塩手　美穂
収穫保険課
主事

湯布院・庄内・挾間

梅木　聖治
収穫保険課
係長

三津江・大山・天瀬

太田　彰
収穫保険課
課長補佐
森・八幡

後藤　龍典
収穫保険課
課長補佐
大分市①

井上　靖一
収穫保険課
主幹

玖珠・北山田

高野　誠
収穫保険課
主幹

湯布院・庄内・挾間

河津　勝治
収穫保険課
調整主幹
日田①②③

田中　正憲
収穫保険課長

三津江・大山・天瀬

麻生　智代
支所長付
嘱託職員
森・玖珠

吉瀬　理菜
支所長付
主事

日野　裕充
支所長付課長

野上・飯田

日高　哲次郎
支所長（獣医師）

兼中西部家畜診療所長
大分市②③

阿部　雄太
収穫保険課
係長

緒方町（本庁２）

中澤　祐樹
収穫保険課
係長
大野町

（中部、東部、南部）

川越　雄志
収穫保険課
係長
緒方町

（小富士、本庁１）

高倉　慶一
収穫保険課
主幹
佐伯市

（青山、下堅田、上堅田）

高橋　孝一郎
支所長

荻町

佐藤　英見
支所長付課長

佐伯市（木立、鶴岡、塩屋、
八幡、西上浦）　大野町（西部）

橋迫　武
収穫保険課長

三重町（百枝、新田、白山）
佐伯市弥生

※中西部支所の地区の詳細は下記のとおりです
大分市①……東部・中部・西部・今市・稙田・東稙田・賀来
大分市②……大分・滝尾・戸次・判田・竹中・吉野
大分市③……鶴崎・高田・松岡・川添・坂ノ市・丹生・佐賀関
日田①………日田・三芳・東有田・西有田
日田②………三花・小野・光岡・朝日
日田③………高瀬・五和・夜明・大鶴
三津江………前津江・中津江・上津江
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令
和
6
年
度
を
も
っ
て
退
職
し
た
職
員

※地区名は担当地区です。

石
田　
憲
之
助
（
本
所　
収
入
保
険
課
長
）

八
坂　
正
史
（
本
所　
収
穫
共
済
課
長
）

伊
藤　
由
布
子
（
本
所　
資
産
共
済
課　
係
長　
獣
医
師
）

原
田　
武
則
（
南
部
支
所　
竹
田
出
張
所　
課
長
補
佐
）

※�

な
お
、
石
田
憲
之
助
は
全
国
農
業
共
済
組
合
連
合
会
へ
転
籍

し
ま
し
た
。

北
部
支
所

☎
０
９
７
８・３
２・１
３
０
７

中
西
部
家
畜
診
療
所

☎
０
９
７
３・７
２・３
４
０
９

南
部
家
畜
診
療
所

�

︵
竹
田
駐
在
所
内
︶

☎
０
９
７
４・６
３・２
８
２
５

村上　浩治
資産共済課付
嘱託職員

大野町（北部）、
千歳町

甲斐　彩茂
資産共済課付
嘱託職員

野津町（野津）

河野　匠
資産共済課
主事
犬飼町

竹中　明成
資産共済課
主事
竹田市

（玉来、松本、菅生）

松田　笙子
資産共済課
主事

野津町（田野）

安藤　佳奈子
資産共済課
主任

緒方町（上緒方）

横井　雄也
資産共済課
主任
竹田市

（明治、岡本、豊岡、片ヶ瀬）

足立　哲郎
資産共済課
主任
清川町

小城　拓司
資産共済課
係長
竹田市

（入田、嫗岳、宮砥）

安部　啓介
資産共済課
係長
竹田市

（宮城、城原）

三ヶ尻　賢二
資産共済課
係長

佐伯市宇目

神﨑　美穂
資産共済課
課長補佐
三重町

（菅尾、西部、南部、東部）

阿部　元治
資産共済課
課長補佐
佐伯市直川

平松　徹朗
資産共済課
課長補佐

野津町（南野津）
佐伯市本匠

伊藤　正治
資産共済課
課長補佐
朝地町

立川　善斗
収穫保険課
主事
久住町

（白丹、久住）

秋吉　一葉
収穫保険課
主事
直入町

尚山　充輝
収穫保険課
主事

臼杵市（臼杵３）、
野津町（戸上）

山本　大貴
収穫保険課
主事
臼杵市

（臼杵１、臼杵２）

秋吉　智広
収穫保険課
係長

久住町（久住（加良登、境川、
加生島、青柳）、都野）

西島　稔之
資産共済課付
嘱託職員
山国

穴見　祐香子
資産共済課
主事

四日市・長峰

小畑　瑞季
資産共済課
主事

如水・大幡

佐藤　大介
資産共済課
主任

津房・佐田

糸永　翔
資産共済課
主任
本耶馬溪

磯田　穣志
資産共済課
係長

真玉・香々地

片山　正治
資産共済課
係長

安心院・深見

松崎　和弘
資産共済課
主幹

八幡・糸口・高家

小川　格生
資産共済課
主幹
耶馬渓

高原　和成
資産共済課長

高田・来縄・河内・
田染東・西・草地

佐々木　範光
収穫保険課付
嘱託職員
南院内・院内

堀　俊生
収穫保険課
主事

麻生・横山

鶴成　顕大
収穫保険課
主事

玉津・美和・水崎・
東・西都甲・呉崎

阿部　文哉
収穫保険課
係長
三光

後藤　祐司
収穫保険課
係長

三保・和田・今津

猪下　貴志
収穫保険課
課長補佐

大江・豊田・鶴居・小楠

落合　克嗣
収穫保険課
主幹

麻生・横山・天津

松田　昭司
収穫保険課
主幹

豊川・駅館・西馬城・
柳ヶ浦・長洲

三谷　知子
支所長付
主任

東院内・高並・両川

坂口　純一
支所長付課長

和間・封戸・北馬城・宇佐

亀井　代志文
支所長

兼収穫保険課長

神田　弘樹
資産共済課長

野津町（川登）、
緒方町（長谷川）

藤本　学
中西部家畜診療所付�

嘱託職員
獣医師

釘宮　佑香
中西部家畜診療所

技師
獣医師

幸重　理成
中西部家畜診療所

技師
獣医師

竹山　平四朗
南部家畜診療所

技師
獣医師

衞藤　誠
南部家畜診療所

主幹
獣医師

河野　剛
南部家畜診療所

所長
獣医師
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キ
ュ
ウ
セ
ツ
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
株
式
会
社
（
昭

和
40
年
設
立
）
は
福
岡
県
博
多
区
に
本
社

が
あ
り
、
上
下
水
道
施
設
の
維
持
管
理
を

専
門
に
行
な
っ
て
き
た
会
社
で
す
。
創
立

50
周
年
を
迎
え
、
さ
ら
な
る
発
展
と
地
域

貢
献
を
目
的
と
し
て
ア
グ
リ
事
業
に
参
入

し
、
平
成
28
年
11
月
に
国
東
農
園
（
国
東

ク
リ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
：
Ｑ
Ｌ
ｉ
Ｖ
Ｅ　
Ｇ

Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
）
を
開
園
し
ま
し
た
。

ア
グ
リ
事
業
部
オ
リ
ー
ブ
事
業
推
進
室

長
、
大
野
貴
博
さ
ん
は
、「
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
に
よ
る
健
康
志
向
の
関
心
が
集
ま
っ

て
い
た
こ
と
と
、
国
東
市
が
瀬
戸
内
気
候

に
属
し
て
い
た
こ
と
が
決
め
手
に
な
り
オ

リ
ー
ブ
栽
培
を
始
め
ま
し
た
」
と
き
っ
か

け
を
話
し
ま
す
。

オ
リ
ー
ブ
の
収
穫
期
は
９
月
中
旬
か
ら

11
月
中
旬
。「
新
鮮
で
安
心
・
安
全
・
高

品
質
な
商
品
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
、

収
穫
し
た
オ
リ
ー
ブ
は
12
時
間
以
内
に
搾

油
し
て
い
ま
す
」
と
大
野
さ
ん
。
国
東
ク

リ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
は

オ
リ
ー
ブ
ジ
ャ
パ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い

て
令
和
４
年
か
ら
３
年
連
続
で
金
賞
、
銀

賞
の
Ｗ
受
賞
を
す
る
ほ
ど
高
品
質
で
す
。

「
商
品
を
増
や
し
て
沢
山
の
方
に
お
届

け
で
き
る
よ
う
に
、
昨
年
の
倍
以
上
の 

収
量
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
数
年
後
に
は

日
本
一
広
大
な
オ
リ
ー
ブ
園
と
し
て
、
憩

い
の
場
や
、
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
る
よ

う
な
観
光
農
園
を
開
く
予
定
で
す
。
開
園

し
た
際
に
は
た
く
さ
ん
の
方
に
お
越
し
い

た
だ
き
た
い
で
す
」
と
今
後
の
目
標
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
に
愛
さ
れ
る
会
社
を
目
指
し
て

オ
リ
ー
ブ
：
38
ヘ
ク
タ
ー
ル�

４
５
０
０
本

国
東
市
国
東
町

キ
ュ
ウ
セ
ツ
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
株
式
会
社

ア
グ
リ
事
業
部�

オ
リ
ー
ブ
事
業
推
進
室
長

大お
お

野の 

貴た
か

博ひ
ろ

さ
ん
（
53
歳
）

公式サイト
https://qlivegarden.com

インスタグラム
https://www.instagram.com/
kunisaki_qlive_garden/▲広大なオリーブ園

▲公式サイトでは
　様々な商品を販売しています

▲オリーブの魅力を語る大野さん
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「
由
布
院
い
ち
ご
園
」
を
営
む
飯
田
忍

さ
ん
は
湯
布
院
町
で
唯
一
の
い
ち
ご
農
家

で
す
。

「
日
照
量
が
少
な
く
寒
さ
の
厳
し
い
湯
布

院
町
は
、
い
ち
ご
栽
培
に
適
し
た
環
境
と

は
⾔
え
ま
せ
ん
が
、
温
泉
熱
を
利
⽤
で
き

る
施
設
を
借
り
ら
れ
た
事
が
栽
培
を
始
め

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」と
飯
田
さ
ん
。

知
人
か
ら
栽
培
ハ
ウ
ス
を
借
り
温
泉
配

管
の
調
整
な
ど
を
手
探
り
で
行
い
、
試
行

錯
誤
を
経
て
、
平
成
23
年
２
月
に
観
光
農

園
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
多
種
多
様
な

品
種
を
栽
培
し
て
お
り
、
訪
れ
た
方
は
食

べ
比
べ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

「
品
種
ご
と
の
特
性
を
引
き
出
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
栽
培
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
手
を
抜
か
ず
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
両
親
が
規
模
縮
小
を
考
え
て
い
る
事
を
知
り
、

自
分
が
後
継
者
に
な
り
代
々
維
持
し
て
き
た
農
地
を

守
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
話
す
首
藤
剛
典
さ
ん
。

自
身
の
農
業
経
験
を
他
の
就
農
者
と
も
共
有
し
た

い
と
、
令
和
７
年
１
月
に
開
催
さ
れ
た
「
大
分
県
農

業
青
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
績
発
表
大
会 

意
見
発
表

の
部
」に
参
加
し
、見
事
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

「
就
農
当
初
は
大
変
に
感
じ
る
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
し
た
が
、
最
近
は
や
り
が
い
の
方
が
勝
っ
て
い
ま

す
」
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
の
高
齢
化
が
進
む
中
、「
地
元
を
守
る
事
も

我
々
世
代
の
使
命
だ
と
思
い
、
体
が
丈
夫
な
う
ち
は

頑
張
り
た
い
で
す
」
と
話
す
今
井
博
さ
ん
。

ス
ー
パ
ー
の
魚
売
り
場
で
40
年
働
き
、
退
職
後
に

専
業
農
家
と
な
り
ま
し
た
。
兼
業
時
、
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
程
耕
作
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
11
ヘ
ク
タ
ー

ル
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

「
地
域
農
業
者
で
同
じ
志
を
持
ち
な
が
ら
連
携
し
、

持
続
可
能
な
農
業
を
目
指
し
て
地
域
を
盛
り
立
て
て

い
き
た
い
で
す
」と
今
後
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

温
泉
熱
で
実
る

真
っ
赤
に
熟
し
た
い
ち
ご

創
意
工
夫
で
コ
ス
ト
抑
え
、
収
益
上
げ
る
農
業
へ

地
域
に
根
差
す
農
業
を
継
続

葉
た
ば
こ
：
２・９
ヘ
ク
タ
ー
ル

野
菜
：
１・８
ヘ
ク
タ
ー
ル（
白
ネ
ギ
・
大
根
・
里
い
も
）

主
食
米
：
７
ヘ
ク
タ
ー
ル　
飼
料
稲
：
３
ヘ
ク
タ
ー
ル

麦
：
２・５
ヘ
ク
タ
ー
ル

い
ち
ご
：
16
ア
ー
ル

由
布
市
湯
布
院
町
飯い

い

田だ 

忍し
の
ぶさ

ん
（
37
歳
）

宇
佐
市
安
心
院
町
今い

ま

井い 

博ひ
ろ
し

さ
ん
（
63
歳
）

▲看板も飯田さんの手作りです▲「定量的で植物生理に基づいた管理を
　心がけています」と飯田さん

由
布
院
い
ち
ご
園

由
布
市
湯
布
院
町
川
南
71‒

２

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
０・２
６
１
５・８
７
２
８

▲�「無事に収穫を迎えた時、喜びを感じます」と�
首藤さん

▲�「農業は利益目的ではなく地域を守るために
行っています」と今井さん

豊
後
大
野
市
大
野
町
首し

ゅ

藤と
う 

剛た
け

典の
り

さ
ん（
32
歳
）
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PRESENT
豊後大野市清川町砂田1567-４
（道の駅　きよかわ内）
Ｔ Ｅ Ｌ／0974-35-3022
定 休 日／不定
営業時間／11：00～15：00（LO14：30）
� ※時期により変更有

玖珠町大字森1058-2
Ｔ Ｅ Ｌ／0973-72-0301
定 休 日／不定休
営業時間／�10：00～18：00

本格！韓国の味
「道の駅　きよかわ」の敷地内にある「日
韓亭」は20年以上愛されている韓国料理店
です。
旧清川村の頃から剣道を通じて韓国との交
流が盛んだったという豊後大野市清川町。店
名の「いるはん」は、韓国語で「日韓」の意
味を表します。店主の後藤さんが実際に韓国
へ足を運び、現地のお店で学んだ本格的な料
理は、地元の方のみならず市外や県外からの
リピーターも多く人気です。
看板メニューの「カルビ石焼ビビンバ」は、
おこげの食感やコチュジャンのアクセントが
楽しい一品です。
是非とも足を運んでご堪能ください。

お米選びに楽しさをプラス
玖珠町の森地区にある㈲伊勢屋は、町内唯一の米
穀店です。昭和25年の創業以来、生産者との強い
信頼関係を基盤に、玖珠産米の精米・販売を行って
います。
３代目の江

え

藤
とう

優
ゆう

さん（35）は、「町の米屋」の存
在意義低下に危機感を抱き、真空パックの少量ギフ
トセットや、用途別ブレンド米などのオリジナル商
品を開発し、お米の贈答品需要を開拓しています。
他にも、「土鍋で炊いたご飯の味比べ体験」や、「精
米作業の見学・体験」を実施し、お米を選ぶ過程に
「楽しさ」を加えています。玖珠町にお越しの際は、
新しい「町の米屋」を覗いてみませんか。
各種体験をご希望の方は、事前予約をお願いします。

緒方川

豊後清川駅

豊肥本線

日韓亭
いるはんてい

（道の駅 きよかわ 内）
502

からあげ
きよかわ

●
● 豊後大野市
 清川支所

●久留島武彦記念館

森郵便局●

わらべの館●
豊後森藩資料館●

387

679

有限会社
伊勢屋

（玖珠の小さなお米屋）

おこげがたまらない

い
っちみちょくれ

！
い
っちみちょくれ

！

いっ
ちみちょくれ！

いっ
ちみちょくれ！

日
いる

韓
はん

亭
てい

有限会社
伊勢屋

（玖珠の小さなお米屋）

南部支所

阿
あ

部
べ

�元
もと

治
はる

中西部支所

加
か

藤
とう

�大
だい

地
ち

贈り物に
も

おすすめ
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PRESENT

QUIZ
１Ⓒ ７ ８

２ ５ ９

３Ⓐ 10 Ⓓ

４

６ Ⓑ

クロスワードパズルに答えて
プレゼントをゲット！

有限会社伊勢屋
（玖珠の小さなお米屋）から

タテのカギ
� 1…��陸地にはさま

れた、海の狭
い部分

� 7…��木の葉が枝か
ら落ちること

� 8…��見て選定した
り、診断した
りすること

� 9…��敷金とセット
で 語 ら れ る、
賃貸契約の初
期費用の一つ

�10…��魚の体を覆う、
キラキラした
もの

ヨコのカギ
�1…� �ボラの卵巣を塩漬けにして乾燥させた珍味
�2…� �○○同音
�3…� �モーターボートの競走
�4…� �金属や対象物を溶かすための炉
�5…� �ビーグル犬は○○耳が特徴
�6…� �○○○和歌集は、平安時代前期の歌集

【Ⓐ～Ⓓを並べてできる言葉は？】
答え

■
Ⓐ

■
Ⓑ

■
Ⓒ

■
Ⓓ

まさかり前回号の答え

ランピースキン病ワクチンに
関する対応が変更になりました！

農業共済新聞
お申込み受付中

有限会社伊勢屋（玖珠の小さなお米屋）�／�玖珠町大字森1058-2

応 募 方 法� �ハガキまたはＥメールに下記の❶～❺を記入いただき
お申し込みください。当選者は発送をもって発表に�
かえさせていただきます。

� ❶�クロスワードパズルの答え
� �❷�感想や１番良かった記事、
� � NOSAI への質問や要望
� ❸�郵便番号、住所　❹氏名、年齢　❺電話番号
送 り 先� 〒870-0822�大分市大道町３丁目１番１号
� 大分県農業共済組合広報係
Ｅ メ ー ル� kirari@nosai-oita.jp

締切：令和７年７月11日（金）�［消印有効］

ひとめぼれ�1.2kg、つや姫�1.2kg、雑穀米150ｇの贅沢なセット
です。香り高い玖珠米をぜひご賞味ください。

４う ６ず ま ７Ⓑ
さ

１ま ん が ぶ

め ５い ぬ ま

２Ⓐ
ま ８な こ Ⓓ

り

３き や つ Ⓒ
か ん

詳しくは大分県農林水産部畜産振興課へお問合せください
TEL：097-506-3678

営農と暮らしに
役立つ情報を
お届けします

スマホからも
応募

できます！

　2024年11月21日に福岡県でランピースキン病ワクチンの接
種が開始されて以降、ワクチン接種県に由来する牛の肉は対米輸
出が中止されていました。
　2025年３月19日をもってランピースキン病のワクチン
接種を理由とした対米輸出制限は撤廃され、対米認定施
設である大分県畜産公社へもワクチン接種牛を搬入できるように
なりました！
　しかしながら、ランピースキン病ワクチンは国内承認されてお
らず、国が緊急接種用に備蓄しているワクチンも数に限りがあり
ます。
　現在、原則として発生農場とその周囲20km圏内の農場しか
ワクチン接種できないとされており、大分県内にランピース
キン病が侵入する前にはワクチン接種はできません！
� ※R7.3.31時点
　ワクチンに頼らず、飼養衛生管理を徹底することでランピース
キン病の感染拡大を予防しましょう！

　農業共済新聞（週刊）は「農家に学び、農家に返す」を創刊以
来の編集方針として発行しています。
　ご希望の方はお近くのNOSAIへご連絡ください。

年間購読料
5,520円

大分県玖珠産
お米味比べセットを
プレゼント

抽選で

３名様に
プレゼント！
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NOSAIおおいた広報紙「きらり」第56号
令和７年５月発行
大分県農業共済組合（本所）
〒870-0822�大分県大分市大道町３丁目１番１号
TEL.097-544-8110　FAX.097-544-8242
東 部 支 所� TEL.0978-63-4466
中西部支所� TEL.0973-72-3409

南 部 支 所� TEL.0974-22-3330
北 部 支 所� TEL.0978-32-1307

印刷：�小野高速印刷株式会社　〒870-0913�大分市松原町２-１-６
� TEL.097-558-3444　URL�https://www.ohp.co.jp/

編集後記
４月は寒暖の差が激
しく春を感じる時間が
少なかったように感じ
ます。早くも夏の気配
を感じ始め、少しずつ
半袖へ衣替えの準備中
です。「また、あの暑さ
がやってくるのか」と
思うと、少し身構えて
しまいますね。

今回の表紙
渡
わたな べ

邉� 陽
ようす け

介さん（37）
� かおりさん（41）夫妻

「魅力ある産地を守っていきたい」と話す竹田市倉木
の渡邉陽介さん・かおりさん夫妻はカボス農家の３代目
です。陽介さんは大学卒業後に親元就農するも、その２
年後に父・幸一さんが他界。「父はあえて口を出さず、
私自身が失敗を通じて学ぶことを重んじていました。父
の背中を見て成長しました」と当時を振り返ります。
生産出荷組合の先輩や周囲のサポートでさらに技術を
磨き、シイタケ・水稲から生産規模の大きいカボス主体
の経営に転換をはかり、現在はハウス（加温・無加温）
と露地、貯蔵など全作型での生産に取り組んでいます。
大分県農業賞の若手経営者部門で最優秀賞を受賞する
など、今後も活躍が期待される陽介さん・かおりさん夫
妻。地域の生産者が減少するなか、「新しい担い手を呼
び込み、産地としての魅力を守ることが大切」と今後を
見据えています。
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